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【 訂 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 遠 心 分 離 機 及 び 前 記 遠 心 分 離 機 の 操 作 方 法
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 供 給 さ れ た 遠 心 分 離 さ れ る 内 容 物 、 特 に 血 液 を 分 離 し て 、 異 な る 構 成
要 素 、 特 に 液 体 と 固 体 と に 分 離 す る 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト （ ７ ） を 有 す る 遠 心 分 離 機 で
あ っ て 、
　 遠 心 分 離 バ ス ケ ッ ト （ ７ ） に よ り 送 出 さ れ た 構 成 要 素 の 少 な く と も 一 部 、 特 に 固 体
を 捉 え る た め の バ ッ グ （ ３ ７ ） が 挿 入 さ れ た （ １ １ ） に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 遠 心 分
離 機 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 バ ッ グ （ ３ ７ ） 内 部 は 、 ホ ー ス 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ （ ３ ９ ）
を 介 し て 、 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト （ ７ ） の 回 転 軸 又 は そ の 近 傍 で 、 バ ッ グ （ ３ ７ ） を 取
り 囲 む 空 間 （ ４ １ ） に 接 続 さ れ て い る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 遠 心 分 離 機
。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 ホ ー ス 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ （ ３ ９ ） は 、 バ ッ グ 内 部 か ら 、 バ
ッ グ （ ３ ７ ） の 外 壁 と （ １ １ ） の 内 壁 と の 間 の 空 間 （ ４ １ ） に 延 び て い る こ と に 特 徴
づ け ら れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 ホ ー ス 又 は チ ュ ー ブ （ ３ ９ ） が 遮 断 バ ル ブ （ ４ ３ ） を 備 え て
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い る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 （ １ １ ） は 、 上 側 封 止 部 （ １ ５ ） に 気 密 状 態 で 取 り 付 け ら れ
る 下 側 部 （ １ ３ ） と 、 上 側 封 止 部 か ら （ １ １ ） の 内 部 及 び バ ッ グ （ ３ ７ ）
の 上 側 開 口 に 延 び る 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト （ ７ ） と を 有 す る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求
項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 （ １ １ ） は 、 そ の 外 壁 と 本 質 的 に 平 行 に 延 び る リ ン グ 型 の ジ ャ ケ
ッ ト （ ２ ７ ） を 備 え る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分
離 機 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 ジ ャ ケ ッ ト （ ２ ７ ） は 、 冷 却 液 が 流 れ る こ と が 可 能 な 二 重 壁 を 有 す る
こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 ホ ー ス 部 を 切 断 し て ホ ー ス 部 の 開 口 端 を 閉 じ る こ と に よ っ て バ
ッ グ （ ３ ７ ） を 形 成 す る こ と が で き る ホ ー ス （ ３ ３ ） を 受 け 入 れ る リ ン グ 状 の 受 入
空 間 に 特 徴 づ け ら れ る 前 述 の 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 並 ん で 置 か れ た 二 つ の 領 域 内 の ホ ー ス 部 を 閉 じ る よ う に 設 計 さ れ た 閉
鎖 装 置 に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 （ １ １ ） 内 に 真 空 を 生 成 す る た め の ポ ン プ に よ っ て 特 徴 づ け ら
れ る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 ホ ー ス （ ３ ３ ） を ジ ャ ケ ッ ト （ ２ ７ ） の 内 壁 に 押 し 付 け る こ
と が で き る 、 膨 張 可 能 な （ ２ ３ ） を 有 す る リ ン グ （ ２ １ ） に よ っ て 特 徴 づ け
ら れ る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 遠 心 分 離 機 の 操 作 、 特 に 、 請 求 項 １ ～ １ １ の 少 な く と も １ 項 に 記 載
の 特 徴 を 有 す る 遠 心 分 離 機 の 操 作 方 法 で あ っ て 、 固 体 と 液 体 と を 分 離 す る 間 に 、 閉 じ ら れ
た バ ッ グ に 固 体 を 捉 え る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 操 作 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト の 回 転 に よ る 分 離 中 、 バ ッ グ 内 部 に 外 側 か
ら 内 側 に 向 か う 圧 力 勾 配 を 作 り 出 し 、 バ ッ グ を 広 げ る こ と に 特 徴 づ け ら れ る 請 求 項 １ ２ に
記 載 の 操 作 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 文 に 記 載 の 遠 心 分 離 機 、 及 び 請 求 項 １ ２ の 前 文 に 記 載 の 遠 心 分
離 機 の 操 作 方 法 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 タ イ プ の 遠 心 分 離 機 は 、 米 国 特 許 ５ ３ ２ ８ ４ ４ １ 号 に よ っ て 知 ら れ て い る 。 こ の 文
書 内 で 説 明 さ れ る 遠 心 分 離 機 の 操 作 中 、 遠 心 分 離 さ れ た 材 料 か ら 固 体 が 遠 心 分 離 さ れ た 後
、 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト か ら 液 体 が 最 初 に 排 出 さ れ 、 そ の 後 、 こ の 目 的 の た め に 特 別 に
設 計 さ れ た 装 置 に よ っ て 、 固 体 が 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト か ら 剥 離 さ れ る 。 固 体 は 、 見 え
な い 方 法 に よ っ て 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト の 下 方 に 集 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 も し 、 上 記 タ イ プ の 遠 心 分 離 機 が 、 例 え ば 、 人 間 の 血 液 か ら 固 体 を 取 得 し 、 そ し て ／ 又
は 、 イ ン シ ュ リ ン を 製 造 す る と い っ た 薬 学 の 分 野 に お い て 用 い ら れ る 場 合 に は 、 遠 心 分 離
機 バ ス ケ ッ ト に よ り 送 出 さ れ た 固 体 を で き る だ け 衛 生 的 か つ 無 菌 の 方 法 に よ っ て 取 り 扱
わ ね ば な ら な い と い う 問 題 が 生 じ る 。 遠 心 分 離 機 、 又 は 遠 心 分 離 機 の 下 方 に 配 置 さ れ た

か ら 固 体 を 「 手 作 業 で 」 取 り 出 す こ と は 可 能 で あ る が 、 こ の よ う な 取 り 扱 い は 、 現 在 、
絶 え ず 増 大 す る 衛 生 面 の 要 求 と い う 観 点 か ら は 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 固 体 の 放 出 を 手 作 業
で 取 り 扱 う と 、 固 体 の 回 収 率 を 減 少 さ せ る ロ ス が 予 想 さ れ る と い う 問 題 が あ る 。 特 に 、 血
液 か ら 固 体 を 取 得 す る と き に は 、 可 能 な 限 り 少 な い ロ ス で 血 液 か ら 固 体 を 取 得 す る 関 心 は
き わ め て 高 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 技 術 を 考 慮 し 、 本 発 明 の 目 的 は 、 衛 生 基 準 を 高 め る 一 方 で 、 血 液 な ど の 遠 心 分 離
さ れ る 物 質 か ら 、 大 幅 に ロ ス を な く し た 固 体 の 取 得 を 実 行 す る こ と が で き る 方 式 の 遠 心 分
離 機 及 び そ の 遠 心 分 離 機 の 操 作 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 対 象 に よ る 遠 心 分 離 機 、 及 び 請 求 項 １ ２ の 対 象 に よ る 遠 心 分 離 機
の 操 作 方 法 に 関 し て 、 こ の 目 的 を 達 成 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 発 明 は 、 遠 心 分 離 機 に よ っ て 送 出 さ れ る 成 分 の 一 部 、 特 に 固 体
を 捉 え る た め に を 備 え て お り 、 こ の 場 合 に 、 に は 、 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト か ら
の 固 体 を 受 け 取 る た め に バ ッ グ が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 に 挿 入 さ れ た バ
ッ グ の 中 に 固 体 を 捉 え る 結 果 、 固 体 を ほ ぼ 無 菌 で 取 り 扱 う こ と が 許 容 さ れ る 。 な ぜ な ら 、
注 入 ま た は 遠 心 分 離 の 操 作 の 後 、 内 容 物 と と も に バ ッ グ が か ら 取 り 外 さ れ る だ け だ か
ら で あ る 。 を 空 に し た と き の 固 体 の ロ ス を 避 け る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 バ ッ グ の 内 部 は 、 好 ま し く は 、 圧 力 補 正 ホ ー ス 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ を 経
由 し て 、 バ ッ グ を 取 り 囲 む 空 間 と 接 続 さ れ て お り 、 ホ ー ス 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ は
、 好 ま し く は 、 遠 心 バ ス ケ ッ ト の 回 転 軸 近 傍 で バ ッ グ 内 部 に つ な が っ て い る 。 遠
心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト の 下 方 の 空 間 で は 、 バ ス ケ ッ ト の 摩 擦 面 の た め 、 バ ス ケ ッ ト を 取 り
囲 む 空 気 も ま た 回 転 す る 。 遠 心 力 の 結 果 、 こ の 回 転 は 内 側 （ 回 転 軸 ） か ら 外 側 に 上 昇 す る
圧 力 を 生 み 出 す 。 そ の 上 、 内 部 領 域 － 回 転 軸 の 領 域 の 中 － の 空 間 が 周 囲 の 圧 力 に 接 続 さ れ
る た め 、 バ ッ グ 内 部 の 外 側 の 領 域 に 過 度 の 圧 力 が 生 じ る 。 そ の 結 果 、 バ ッ グ が 「 広 が り 」
、 そ し て 、 バ ッ グ を 取 り 囲 む 壁 に 押 し 付 け ら れ 、 バ ッ グ へ の 特 に 単 純 な 充 填 が 保 証 さ れ る
。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ホ ー ス ま た は チ ュ ー ブ は 、 好 ま し く は 、 バ ッ グ 内 部 か ら バ ッ グ 外 部 と の 内
壁 と の 間 の 空 間 へ と 通 じ て い る 。 真 空 中 で の 遠 心 分 離 操 作 を 実 行 す る た め 、 遠 心 分 離 中 に

内 の 圧 力 が 低 下 す る と き に 、 バ ス ケ ッ ト の 回 転 に よ っ て 生 じ る 圧 力 勾 配 は バ ッ グ を 広
げ る の に 十 分 で あ る 。 さ ら に 、 低 圧 力 は 、 遠 心 分 離 さ れ た 材 料 の 無 菌 で の 取 り 扱 い を 容 易
に す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ホ ー ス 又 は チ ュ ー ブ は 、 遮 断 バ ル ブ
を 備 え て い る 。 遠 心 分 離 操 作 後 、 内 の 圧 力 が 増 大 し た と き に 、 固 体 が 周 囲 の 空 気 に 接
触 す る こ と を 回 避 す る た め 、 バ ル ブ は 閉 じ ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 有 利 な 実 施 形 態 が 残 り の に 含 ま れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 を 用 い 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト ７ の 駆 動 ユ ニ ッ ト ５ が 配 置 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ を 有 す
る 遠 心 分 離 機 １ を 示 す 。 ９ は 、 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト ７ 内 で 遠 心 分 離 さ れ る 血 液 な ど
の 物 質 の 供 給 及 び 除 去 を 許 容 し 、 物 質 は こ の 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト ７ の 中 で 液 体 と 固 体
の 構 成 要 素 に 分 離 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ の 下 部 に 配 置 さ れ 、 下 向 き に カ ッ プ 型 の 方 法 で 閉 じ ら れ る と 共 に 圧 力 密 封
方 式 で 上 方 の 端 １ ５ に 取 り 付 け ら れ た 円 筒 の 部 １ ３ を 有 す る １ １ 内 に 、 遠
心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト ７ が 突 出 し て い る 。 端 １ ５ は 、 １ １ が 閉 じ ら れ た 状 態 に お
い て 、 カ ッ プ 型 の 部 １ ３ の 開 口 範 囲 の 内 壁 に そ の 外 壁 が 載 る リ ン グ １ ７
を 有 し 、 こ の 場 合 、 リ ン グ １ ７ と 下 側 の 部 １ ３ と の 間 に 、 リ ン グ
１ ９ が 配 置 さ れ て い る 。 端 １ ５ に は 、 リ ン グ １ ７ に 関 し て 内 側 に 置 か れ た リ ン
グ ２ １ に よ り 完 備 さ れ 、 そ の リ ン グ ２ １ は ２ ３ を 有 し 、 ２ ３ は 膨 張 可
能 で あ り 、 膨 張 し た 状 態 で リ ン グ １ ７ の 内 壁 に 対 し て 配 置 さ れ る 。 ま た 、
端 １ ５ に は 、 分 離 バ ス ケ ッ ト ７ の た め の 挿 入 リ ン グ ２ ５ に よ り 完 備 さ れ 、 挿 入 リ
ン グ ２ ５ は リ ン グ ２ １ の 内 壁 に 寄 り か か り 、 さ ら に 、 下 側 円 筒 部 ２ ５ ａ 、 上 方 向 に
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隣 接 す る 円 錐 傾 斜 部 ２ ５ ｂ 、 上 側 円 筒 部 ２ ５ ｃ を 備 え 、 上 側 円 筒 部 ２ ５ ｃ は 頂 部 で ハ ウ ジ
ン グ ３ の 下 部 壁 ３ ａ に 寄 り か か り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ は 頂 部 に 向 か っ て を 覆 う 。 ハ ウ ジ ン
グ 下 部 壁 ３ ａ を 通 じ て 延 び る チ ュ ー ブ ２ ６ を 通 じ て 、 遠 心 分 離 さ れ る 材 料 が 分 離
バ ス ケ ッ ト に 供 給 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 下 側 と 上 側 の 部 １ ３ ， １ ５ に よ っ て 包 囲 さ れ た 空 間 は 、 ポ ン プ （ こ こ で は 図 示 し
な い ） に よ っ て 真 空 に す る こ と が で き 、 実 際 の 遠 心 分 離 操 作 は 真 空 で 行 う こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 部 １ ３ の 底 部 近 傍 ま で 延 び る 円 筒 型 ジ ャ ケ ッ ト ２ ７ は 、 リ ン グ １ ５ の
内 壁 の 下 部 に 載 っ て い る 。 こ の ジ ャ ケ ッ ト ２ ７ は 、 本 質 的 に 部 １ ３ の 外 壁 と 平 行 に
延 び 、 ２ 重 の 壁 ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 壁 ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ の 間 に は 空 間
２ ９ が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら 洗 浄 液 が 流 れ 、 洗 浄 液 は 供 給 ラ イ ン ３ １ に よ っ て 供 給 さ れ 、 排
出 ラ イ ン （ こ こ で は 図 示 し な い ） に よ っ て 排 出 可 能 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 ２ ３ と 、 リ ン グ １ ７ の 内 壁 と の 間 及 び 下 方 に 隣 接 す る ジ ャ ケ ッ ト ２ ７
の 内 壁 と の 間 の 至 る と こ ろ に 位 置 す る フ ォ イ ル 型 の ホ ー ス ３ ３ は 、 リ ン グ ２
１ の 上 方 で リ ン グ 型 の 受 入 空 間 ３ ５ 内 に 配 置 さ れ 、 そ こ か ら 下 側 の 部 １ ３ へ と 引 き
出 す こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 遠 心 分 離 操 作 の 開 始 前 に 、 ま ず 、 下 側 の 部 １ ３ は 、 こ の 目 的 に 適 し た リ フ ト 装 置
（ 図 示 せ ず ） に よ っ て 下 げ ら れ （ 図 ２ 参 照 ） 、 ホ ー ス ３ ３ は 、 受 入 空 間 ３ ５ か ら 下
方 に 引 き 出 さ れ る 。 そ の 後 、 ホ ー ス ３ ３ は ジ ャ ケ ッ ト ２ ７ の 下 方 及 び 部 １ ３
の 上 方 に 押 し 付 け ら れ 、 例 え ば 、 直 線 状 に 二 つ の 領 域 が 接 近 し て 並 ん だ 状 態 （ 矢 印 ａ ， ｂ
） で 融 合 さ れ 、 上 側 の バ ッ グ ３ ７ ａ の た め に 下 側 の 封 止 部 が 形 成 さ れ 、 下 側 の

バ ッ グ ３ ７ ｂ の た め に 上 側 の 封 止 部 が 形 成 さ れ る 。 二 つ の バ ッ グ ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ は 、 今
、 矢 印 ｃ の 領 域 に お い て 互 い に 分 離 さ れ て い る 。 そ の 後 、 さ ら に 下 側 の バ ッ グ ３ ７ は 下 側
の 部 １ ３ か ら 取 り 除 か れ 、 下 側 の 部 は 持 ち 上 げ ら れ て 気 密 方 式 で リ ン グ １ ７
の 上 方 に 案 内 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ １ 内 の 圧 力 が 低 下 し た 後 、 実 際 の 遠 心 分 離 操 作 が 開 始 さ れ 、 こ の 場 合 、 上 側 の バ
ッ グ の 開 口 に 突 出 し て い る 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト は 、 そ れ が 回 転 し て い る 間 、 バ ッ グ 内
部 に 圧 力 勾 配 を 与 え る 。 回 転 す る 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト 内 の バ ス ケ ッ ト 回 転 軸 近 傍 の バ
ッ グ 内 部 は 、 さ ら に ホ ー ス 又 は チ ュ ー ブ ３ ９ に よ っ て バ ッ グ の 外 壁 と １ １ の
内 壁 と の 間 の 空 間 に 接 続 さ れ て い る の で 、 バ ス ケ ッ ト が 回 転 し て い る 間 、 バ ッ グ は そ れ を
取 り 囲 む 壁 に 対 し て 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 遠 心 分 離 中 、 固 体 は 問 題 な く 完 全 に バ ッ グ 内 部
に 到 達 す る 。 バ ッ グ に 対 す る 損 傷 は 安 全 に 回 避 さ れ る 。 液 体 が 排 出 さ れ バ ッ グ が 真 空 に さ
れ た 後 、 又 は バ ッ グ が 十 分 に 固 体 で 満 た さ れ た と き に 、 内 の 圧 力 が 高 め ら れ 、 下 方 の

部 が 下 げ ら れ 、 バ ッ グ の 壁 が 固 定 さ れ 、 そ し て 切 ら れ て 、 そ の 後 に 新 し い 遠 心 分 離
サ イ ク ル が 開 始 さ れ る こ と が で き る 。 バ ッ グ ３ ７ を 用 い る こ と に よ っ て 、 固 体 の 取 得 を 高
い 回 収 率 で 、 か つ 無 菌 で 行 う こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ホ ー ス 及 び チ ュ ー ブ ３ ９ は 、 バ ッ グ ３ ７ 内 の 固 体 を 周 囲 の
空 気 に 関 し て 閉 鎖 す る た め に 、 遮 断 バ ル ブ を 備 え る こ と も で き る 。 図 ２ に よ れ ば 、 ホ ー ス

及 び チ ュ ー ブ は 挿 入 リ ン グ ２ ５ の 円 錐 部 ２ ５ ｂ の 内 壁 か ら ハ ウ ジ ン グ ３ を 通 じ
て 延 び る ； そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 下 方 に 位 置 す る リ ン グ ４ ５ 、 及 び リ ン グ ４ ５ に 到 達 す
る リ ン グ ２ ７ を 通 じ て 、 空 間 ４ １ に 延 び て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 に よ る 遠 心 分 離 機 の 概 略 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
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　 図 １ に 関 し て 修 正 し た 固 体 が 満 た さ れ た バ ッ グ を 結 合 中 の 操 作 状 態 の 本 発 明 に よ る 別 の
遠 心 分 離 機 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
１ … 遠 心 分 離 機 、 ３ … ハ ウ ジ ン グ 、 ５ … 駆 動 ユ ニ ッ ト 、 ７ … 遠 心 分 離 機 バ ス ケ ッ ト 、 ９
… 、 １ １ … 、 １ ３ … 部 、 １ ５ … 端 、 １ ７ … リ ン グ 、 １ ９ …

リ ン グ 、 ２ １ … リ ン グ 、 ２ ３ … 膨 張 、 ２ ５ … 挿 入 リ ン グ 、 ２ ６ … チ ュ
ー ブ 、 ２ ７ … 円 筒 型 ジ ャ ケ ッ ト 、 ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ … 二 重 壁 、 ２ ９ … 空 間 、 ３ １ … 供 給
ラ イ ン 、 ３ ３ … ホ ー ス 、 ３ ５ … 受 入 空 間 、 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ … バ ッ グ 、 ３ ９ … ホ ー ス

と チ ュ ー ブ 、 ４ １ … 空 間 、 ４ ３ … 遮 断 バ ル ブ 、 ４ ５ … リ ン グ 。
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